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◎ 一般会計・特別会計 

(単位：千円、％)

19,140,000 21,515,000 ▲ 2,375,000 ▲ 11.0

4,532,572 4,308,263 224,309 5.2

2,812,765 2,803,077 9,688 0.3

1,931,244 1,827,118 104,126 5.7

0 17,520 ▲ 17,520 皆減

536,028 519,072 16,956 3.3

2,300,334 2,484,949 ▲ 184,615 ▲ 7.4

12,112,943 11,959,999 152,944 1.3

31,252,943 33,474,999 ▲ 2,222,056 ▲ 6.6

増 減 額平成17年度

老 人 保 健 医 療

平成18年度区 分

特

別

会

計

羽ケ上土地区画整理事業

介 護 保 険 事 業

※羽ケ上土地区画整理事業会計は、平成17年度末で廃止する予定です。

増 減 率

国 民 健 康 保 険 事 業

一 般 会 計

羽村駅西口土地区画整理事業

下 水 道 事 業

特 別 会 計 合 計

合 計

 
 
◎ 水道事業(公営企業)会計 

(単位：千円、％)

収 入 1,111,441 1,135,954 ▲ 24,513 ▲ 2.2

支 出 1,052,016 1,065,748 ▲ 13,732 ▲ 1.3

収 支 差 引 59,425 70,206 ▲ 10,781

収 入 5,790 13,073 ▲ 7,283 ▲ 55.7

支 出 496,575 475,993 20,582 4.3

収 支 差 引 ▲ 490,785 ▲ 462,920 ▲ 27,865

平成18年度 増 減 額

収 益 的 収 入
及 び 支 出

区 分 増 減 率

資 本 的 収 入
及 び 支 出

平成17年度

 
 

◎ 全会計単純合計 
(単位：千円、％)

32,801,534 35,016,740 ▲ 2,215,206 ▲ 6.3

平成17年度 増 減 額区 分

全 会 計 単 純 合 計

平成18年度 増 減 率

 
 
 

～ひとに心 まちに風～ いきいき生活・しあわせ実感都市 はむら 
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◎ 予算額の推移 

(単位：千円、％)

平成 14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度

20,230,000
(19,430,000)

1,144,000 1,285,000
(344,000) (2,085,000)

6.0 6.4
(1.8) (10.7)

※（　）は減税補てん債借換分除く

19,140,000

増 減 額

増 減 率

19,055,000

785,000

4.3

19,086,000

区 分

当 初 予 算 額 21,515,000

▲ 2,375,000

▲ 11.0

31,000

0.2

 
 

◎ 【参考】国の予算額及び地方財政計画、東京都の予算額 

（単位：億円、％）

平 成 18 年 度 平 成 17 年 度 増 減 額 増 減 率

国 （ 一 般 会 計 ） 796,860 821,829 ▲ 24,969 ▲ 3.0

地 方 財 政 計 画 831,508 837,687 ▲ 6,179 ▲ 0.7

都 （ 一 般 会 計 ） 61,720 58,540 3,180 5.4

区 分

 
 
 

◆ 歳入の概要 

 

 

 

 

 

平成 18 年度一般会計の予算規模は、前年度と比べて 23 億 7,500 万円（11.0％）減少し、

191 億 4,000 万円となりました。これは、生涯学習センターゆとろぎが完成し、建設経費

が大幅に減少したためです。歳入の基幹となる市税収入は、前年度比較で 0.3％の増加と

なりました。市債や基金の有効活用などを図り、計画事業を着実に予算化しました。 

市税は微増、市債や基金などの活用による財源確保を図りました。 

歳入 
構成比 

※歳入の状況は P.6 参照

市税
54.9%

都支出金
10.4%

国庫支出金
10.2%

繰入金
4.1%

市債
4.8%

使用料及び
手数料
2.2%

地方譲与税
2.7%

地方消費税
交付金
3.8%

その他
6.9%
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○ 市 税 

 

(単位：千円、％)

平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度

10,870,057 10,526,853 10,409,728 10,480,117 10,508,441

増 減 額 5,437 ▲ 343,204 ▲ 117,125 70,389 28,324

増 減 率 0.1 ▲ 3.2 ▲ 1.1 0.7 0.3

区 分

市税当初予算額

 

 

 

○ 市 債 

 

(単位：千円、％)

平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度

859,100 1,205,800
2,554,100

1,953,000 912,100

1,390,256 1,406,932
1,979,564

1,212,276 1,258,597

元 金 1,050,969 1,105,734
1,699,941

956,305 990,657

利 子 339,287 301,198 279,623 255,971 267,940

10,647,822 10,747,888 11,602,047 12,598,742 12,520,185

9.2 9.4 7.5 7.5 8.1

※平成16年度までは決算額、17年度は決算見込額、18年度は当初予算額です。

※公債費比率は、普通会計ベースです。

※（　）は減税補てん債借換分除く

公 債 費 比 率

市 債 残 高

区 分

市 債 借 入 額

市 債 償 還 額

（1,754,100）

（1,179,564）

（899,941）

 
 
 

市税は 105 億 844 万円で、前年度比 2,832 万円（0.3％）の増を見込んでいます。なお、歳入

における市税割合は 54.9％です。 

◇ 市民税個人分 ･･････ 1 億 7,498 万円（6.0％）の増 ＜税制改正に伴う増加など＞ 

◇ 市民税法人分 ･･････ 1 億 2,496 万円（8.8％）の増 ＜一部企業の業績回復など＞ 

◇ 固定資産税   ･･････ 1 億 8,288 万円（3.8％）の減 ＜評価替えに伴う減少など＞ 

◇ 都市計画税   ･･････ 0 億 4,850 万円（5.7％）の減 ＜評価替えに伴う減少など＞ 

市債は、9 億 1,210 万円で、前年度当初予算比 13 億 1,320 万円の減となります。生涯学習セ

ンターゆとろぎ建設のための市債が減少しました。 
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○ 基 金 

 

 

 

 

 

 

（基金繰入額） （単位：千円、％）

平成18年度 平成17年度 増 減 額 増 減 率

496,092 582,965 ▲ 86,873 ▲ 14.9

291,311 1,562,782 ▲ 1,271,471 ▲ 81.4

787,403 2,145,747 ▲ 1,358,344 ▲ 63.3

（基金残高） （単位：千円、％）

平成18年度 平成17年度 増 減 額 増 減 率

4,683,853 5,460,134 ▲ 776,281 ▲ 14.2

※基金残高は、決算見込額です。

区 分

区 分

合 計

一 般 会 計 合 計

財 政 調 整 基 金

特 定 目 的 基 金

 
 

 

○ その他の収入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 三位一体の改革の影響 

 

 

 

 

 

（単位：千円）

区 分 所得譲与税額
国庫補助負担金
等削減影響額

削 減 の 内 容 差 引

平成18年度 399,116 278,697

平成18年度分　新規分（155,207千円）
　　　　　　　　児童手当国庫負担金
　　　　　　　　児童扶養手当給付費負担金など
平成17年度分（22,383千円）
平成16年度分（101,107千円）

120,419

平成17年度 196,975 123,490 介護予防・地域支え合い事業補助金など 73,485

平成16年度 93,730 101,107 公立保育園運営費など ▲ 7,377

 三位一体の改革により、平成 16 年度から国庫補助負担金の廃止・縮減等の改革が行われてお

り、これと合わせて、所得譲与税として税源移譲が実施されています。 

 平成 18 年度の国庫補助負担金の削減影響額は 2億 7,870 万円で、所得譲与税は 3億 9,912 万

円となります。 

地方譲与税 ･･････ 三位一体の改革における税源移譲により、所得譲与税は前年度比 102.6％増

の 3 億 9,912 万円を措置しました。地方譲与税全体では前年度比 62.8％増

の 5億 2,412 万円を計上しました。 

国庫支出金 ･･････ 羽村第二中学校防音機能復旧事業費、次世代育成支援対策交付金などの増

により、前年度比 1.6％増の 19 億 5,490 万円を計上しました。 

都支出金   ･･････ 児童手当、鉄道駅エレベーター等整備事業補助金などの増により、前年度

比 4.3％増の 19 億 7,917 万円を計上しました。 

使用料及び ･･････ 指定管理者制度導入による自然休暇村、少年自然の家、スイミングセンタ

手数料 ー使用料の減など、前年度比 10.5％減の 4億 2,862 万円を計上しました。

基金の繰入れは、前年度比 63.3％減の 7億 8,740 万円を計上しました。 

◇ 財政調整基金 ･･････ 4 億 9,609 万円（14.9％の減） 

◇ 特定目的基金 ･･････ 2 億 9,131 万円（81.4％の減） 

なお、平成 18 年度末の基金残高は 46 億 8,385 万円と見込んでいます。 
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◆ 歳出の概要 

 

 
 

 
 

 

○ 消費的経費 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(単位：千円、％)

区 分 人 件 費 物 件 費 維持補修費 扶 助 費 補 助 費 等 合 計

平成18年度 3,619,738 3,392,285 125,519 3,665,018 3,103,602 13,906,162

平成17年度 3,672,088 3,430,948 144,481 3,457,152 3,139,558 13,844,227

増 減 額 ▲ 52,350 ▲ 38,663 ▲ 18,962 207,866 ▲ 35,956 61,935

増 減 率 ▲ 1.4 ▲ 1.1 ▲ 13.1 6.0 ▲ 1.1 0.4
 

 

 

○ 投資的経費 

 

消費的経費（人件費、物件費、維持補修費、扶助費、補助費等）は、前年度比 0.4％増の 139

億 616 万円を計上しました。 

このうち、人件費は、職員人件費、国勢調査員報酬などが減少したため前年度比 1.4％減の 36

億 1,974 万円を計上しました。 

扶助費は、児童手当、生活保護費の増などから、前年度比 6.0％増の 36 億 6,502 万円を計上

しました。 

補助費等は、福生病院組合負担金、社会福祉協議会助成金の減などから、前年度比 1.1％減の

31 億 360 万円を計上しました。 

投資的経費は、前年度比 59.0％減の 16 億 21 万円を計上しました。 

主な普通建設事業は、都市計画道路 3･4･16 号線立体交差事業、羽村第二中学校防音機能復旧

（機器取替）工事、私立保育園施設整備費補助などです。 

性質別歳出 
構成比 

目的別歳出 
構成比 

※歳出の状況は P.7・8参照

児童手当の対象年齢の引上げなどにより扶助費が増加するものの、生涯学習センターゆ

とろぎの完成による普通建設事業費の減から、歳出は大きく減少しました。 

扶助費
19.1%

人件費
18.9%

物件費
17.7%

補助費等
16.2%

繰出金
12.1%

普通建設
事業費
8.4%

公債費
6.6%

その他
1.0%

民生費
35.4%

土木費
15.1%

衛生費
12.0%

総務費
11.3%

公債費
6.6%

その他
7.1%

教育費
12.5%
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（単位：千円、％）

区 分 平成18年度 構成比 平成17年度 構成比 増 減 額 増減率 主要増減要 因（前年度比較）

市税 10,508,441 54.9 10,480,117 48.7 28,324 0.3

市民税　　（個人）　174,981
　　　　　（法人）　124,960
固定資産税　　　　▲182,883
市たばこ税　　　　 ▲48,345
都市計画税　　　　 ▲48,496

地方譲与税 524,116 2.7 321,975 1.5 202,141 62.8 所得譲与税 202,141

利子割交付金 47,367 0.3 39,401 0.2 7,966 20.2

配当割交付金 24,722 0.1 17,580 0.1 7,142 40.6

株式等譲渡所得割
交付金

23,422 0.1 13,248 0.1 10,174 76.8

地方消費税交付金 722,246 3.8 692,871 3.2 29,375 4.2

自動車取得税交付金 157,544 0.8 145,386 0.7 12,158 8.4

国有提供施設等所在
市町村助成交付金等

237,307 1.2 235,761 1.1 1,546 0.7

地方特例交付金 313,694 1.6 315,369 1.5 ▲ 1,675 ▲ 0.5

地方交付税 10,000 0.1 90,000 0.4 ▲ 80,000 ▲ 88.9 特別交付税 ▲80,000

交通安全対策特別
交付金

10,500 0.1 10,500 0.0 0 0.0

分担金及び負担金 209,927 1.1 203,304 1.0 6,623 3.3 保育園運営費負担金 6,820

使用料及び手数料 428,618 2.2 479,040 2.2 ▲ 50,422 ▲ 10.5

スイミングセンター使用料 ▲38,278
自然休暇村・少年自然の家宿泊施設使用
料 ▲20,281
水上公園使用料 ▲6,020
塵芥処理手数料（可燃物持込） ▲5,930
生涯学習センター使用料 18,000

国庫支出金 1,954,903 10.2 1,923,630 8.9 31,273 1.6

羽村第二中学校防音機能復旧事業費
212,947
次世代育成支援対策交付金 115,304
羽加美緑地公園整備事業費補助金 54,800
生涯学習施設西棟建設事業費 ▲201,346
児童扶養手当給付費 ▲94,505
児童手当 ▲44,426

都支出金 1,979,168 10.4 1,896,723 8.8 82,445 4.3

児童手当 73,573
鉄道駅ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ等整備事業補助金 35,000
次世代育成支援緊急対策総合補助金
23,826
平成17年国勢調査事務費 ▲26,462
都議会議員選挙事務費 ▲19,048
在宅介護支援ｾﾝﾀｰ運営事業費 ▲16,931

財産収入 25,013 0.1 24,647 0.1 366 1.5
土地貸付料 1,412
基金利子 ▲1,026

寄付金 600 0.0 600 0.0 0 0.0

繰入金 787,403 4.1 2,155,873 10.0 ▲ 1,368,470 ▲ 63.5

（内訳）
財政調整基金繰入金 496,092
減債基金繰入金　　       0
特定目的基金繰入金 291,311
（公共･福祉･教育･緑化･廃棄物･羽ケ上･西口）

繰越金 70,000 0.4 70,000 0.3 0 0.0

諸収入 192,909 1.0 173,675 0.8 19,234 11.1
芸術公演チケット等売上金 8,149
市民講座受講料 2,437
資源ごみ回収売払代金 2,044

市債 912,100 4.8 2,225,300 10.4 ▲ 1,313,200 ▲ 59.0

（内訳）
3･4･16号線立体交差事業債　　　　 272,700
市道第1002号線道路改良事業債　　  21,700
羽加美緑地公園用地取得事業債　　  39,000
羽村第二中学校防音機能復旧事業債  46,800
減税補てん債　　　　　　　　　　 131,900
臨時財政対策債　　　　　　　　　 400,000

合計 19,140,000 100.0 21,515,000 100.0 ▲ 2,375,000 ▲ 11.0  
 

歳入の状況 



 - 7 -

 

 

（単位：千円、％）

区 分 平成18年度 構成比 平成17年度 構成比 増 減 額 増減率 主 要 増 減 要 因 （ 前 年 度 比 較 ）

議会費 247,148 1.3 251,263 1.2 ▲ 4,115 ▲ 1.6 議員報酬等 ▲7,472　職員人件費 4,584

総務費 2,169,938 11.3 2,235,895 10.4 ▲ 65,957 ▲ 2.9

平成17年国勢調査費 ▲26,462
都議会議員選挙費 ▲19,048
市長選挙費 ▲18,961
住民票等交付システム機器等使用料 ▲13,562
コミュニティセンター運営業務委託料 ▲9,457
再雇用職員報酬 ▲8,661
小作台東学習等供用施設防音機能復旧工事 34,590
都知事選挙費 10,256

民生費 6,765,947 35.4 6,299,596 29.3 466,351 7.4

私立保育園施設整備費補助金 166,782
児童手当 102,720
小作駅エレベーター等設置事業補助金 70,000
生活保護費（扶助費） 49,570
乳幼児医療助成（扶助費） 27,400
介護保険事業会計繰出金 24,603
老人保健医療会計繰出金 20,118
精神障害者共同作業所運営費助成金（衛生費より）
17,073
国民健康保険事業会計繰出金 ▲19,129
社会福祉協議会助成金 ▲14,214
私立保育園運営費 ▲11,299
在宅介護支援センター事業運営委託料 ▲11,218
自然休暇村委託料（管理運営→指定管理） ▲10,704

衛生費 2,290,905 12.0 2,435,915 11.3 ▲ 145,010 ▲ 6.0

西口地区内墓地移転先整備用地購入 ▲120,000
富士見霊園拡張用地購入 ▲30,903
福生病院組合負担金 ▲22,531
精神障害者共同作業所運営費助成金（民生費へ）
▲17,073
西多摩衛生組合負担金 ▲13,281
西口地区内墓地移転先整備工事 32,200
東京たま広域資源循環組合負担金 31,961

労働費 211 0.0 211 0.0 0 0.0

農林費 34,683 0.2 36,384 0.2 ▲ 1,701 ▲ 4.7 農産物直売所用地借上料 ▲1,782

商工費 225,951 1.2 236,670 1.1 ▲ 10,719 ▲ 4.5

職員人件費 ▲7,139
ＩＳＯシリーズ取得費助成金 ▲4,000
中小企業振興資金利子補給金等 ▲3,000
風のおわら事業助成金 ▲2,000
企業活動支援事業委託料 4,800

土木費 2,890,828 15.1 2,831,944 13.2 58,884 2.1

3･4･16号線立体交差工事（市施工分） 140,000
羽加美緑地公園用地購入 106,063
羽村駅西口エレベーター設置等工事 92,117
あさひ公園フェンス等改修工事 32,000
下水道事業会計繰出金 ▲136,500
3･4･16号線立体交差事業委託料（JR施工分）
▲116,205
羽村駅西口土地区画整理事業会計繰出金 ▲36,044

消防費 808,447 4.2 806,622 3.7 1,825 0.2
災害対策用備品 6,218　消防団被服購入費 4,473
消防団費用弁償 ▲9,045

教育費 2,401,599 12.5 5,108,519 23.7 ▲ 2,706,920 ▲ 53.0

生涯学習施設西棟 ▲3,054,919（建設経費
▲2,969,533　開設準備経費 ▲21,843　開館事業経
費 ▲14,500　維持管理経費 ▲49,043）
栄小学校校舎耐震補強工事 ▲64,777
スイミングセンター運営維持管理経費 ▲58,358
少年自然の家委託料（管理運営→指定管理）
▲28,638
羽村第二中学校防音機能復旧工事 276,289
生涯学習センターゆとろぎ 227,238（運営経費
20,250　維持管理経費 159,280　事業経費 47,708）

公債費 1,260,858 6.6 1,236,210 5.7 24,648 2.0 元金償還 36,299　利子償還 ▲11,651

諸支出金 3,458 0.0 2,900 0.0 558 19.2 土地開発公社土地取得利子補給金等 558

予備費 40,027 0.2 32,871 0.2 7,156 21.8

合計 19,140,000 100.0 21,515,000 100.0 ▲ 2,375,000 ▲ 11.0  
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（単位：千円、％）

区 分 平成18年度 構成比 平成17年度 構成比 増 減 額 増減率 主 要 増 減 要 因 （ 前 年 度 比 較 ）

人件費 3,619,738 18.9 3,672,088 17.1 ▲ 52,350 ▲ 1.4

職員人件費 ▲36,645
平成17年国勢調査指導員・調査員報酬 ▲21,853
再雇用職員報酬 ▲8,661
議員報酬等 ▲7,472
臨時職員等社会保険料等 5,748
学童クラブ指導員等報酬 5,181
障害程度区分認定審査会委員報酬 4,992

物件費 3,392,285 17.7 3,430,948 15.9 ▲ 38,663 ▲ 1.1

生涯学習施設西棟 ▲76,653（建設経費 ▲4,239
開設準備経費 ▲18,105　開館事業経費 ▲5,350
維持管理経費 ▲48,959）
スイミングセンター運営維持管理経費 ▲60,753
自然休暇村・少年自然の家委託料（管理運営→指
定管理） ▲39,342
住民票等交付システム機器等使用料 ▲13,562
指導用消耗品(教師用指導書） ▲11,774
在宅介護支援センター事業運営委託料 ▲11,218
生涯学習センターゆとろぎ 196,290（運営経費
20,187　維持管理経費 151,170　事業経費
24,933）
地域包括支援ｾﾝﾀｰ相談連絡所業務委託料 9,774

維持補修費 125,519 0.7 144,481 0.7 ▲ 18,962 ▲ 13.1

武蔵野公園フェンス補修等工事 ▲9,000
市道補修等工事 ▲5,000　庁舎修繕料 ▲4,952
自発光式交差点鋲取替工事 ▲3,000
庁舎維持補修等工事 ▲2,950
道路補修委託料 5,000
スイミングセンター修繕料 2,395

扶助費 3,665,018 19.1 3,457,152 16.1 207,866 6.0

児童手当 102,720
生活保護費（扶助費） 49,570
乳幼児医療助成（扶助費） 27,400
知的障害者地域生活援助支援費 15,792
知的障害者施設訓練等支援費 6,645

補助費等 3,103,602 16.2 3,139,558 14.6 ▲ 35,956 ▲ 1.1

福生病院組合負担金 ▲22,531
社会福祉協議会助成金 ▲14,214
西多摩衛生組合負担金 ▲13,281
羽村ふれあい地域づくり公社助成金 ▲8,519
生涯学習施設西棟ｵｰﾌﾟﾆﾝｸﾞｲﾍﾞﾝﾄ実行委員会補助金
▲8,450
認証保育所事業運営費補助金 ▲7,116
延長保育事業費補助金 ▲5,993
東京たま広域資源循環組合負担金 31,961

普通建設
事業費

1,600,206 8.4 3,903,447 18.1 ▲ 2,303,241 ▲ 59.0

生涯学習施設西棟 ▲2,960,558（建設工事
▲2,602,858　外構等整備工事 ▲92,000　付帯工
事 ▲57,000　初度備品 ▲200,000　第四駐車場整
備工事 ▲8,700）
西口地区内墓地移転先整備用地購入 ▲120,000
羽村第二中学校防音機能復旧工事 276,289
私立保育園施設整備費補助金 166,782
3･4･16号線立体交差工事（市施工分） 140,000
羽加美緑地公園用地購入 106,063
羽村駅西口エレベーター設置等工事 92,117

公債費 1,260,858 6.6 1,236,210 5.7 24,648 2.0 元金償還 36,299　利子償還 ▲11,651

積立金 11,122 0.1 22,274 0.1 ▲ 11,152 ▲ 50.1 羽ケ上地区公共施設整備基金積立金 ▲10,126

繰出金 2,321,625 12.1 2,475,971 11.5 ▲ 154,346 ▲ 6.2
国保会計 ▲19,129　老人保健会計 20,118
介護保険会計 24,603　羽ケ上会計 ▲7,394
西口会計 ▲36,044　下水道会計 ▲136,500

予備費 40,027 0.2 32,871 0.2 7,156 21.8

合計 19,140,000 100.0 21,515,000 100.0 ▲ 2,375,000 ▲ 11.0
 

歳出の状況（性質別） 
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～第四次羽村市長期総合計画における基本目標別リーディング・プロジェクト事業～ 

 
 
 
 
Ⅰ 支えあい いきいきと暮らせるまち 

１ 安心して子どもを生み育てられる保育環境の整備【プロジェクト１】 

男女共同参画社会の進展などにより女性の社会進出が進むなか、働く女性が安心して出産し、育

児と仕事を両立していける環境を整備していくことが求められています。そのため、保護者の多様

なニーズに応える保育メニューを整備します。 

◎ 待機児童解消に向けた施設整備（私立保育園１園） １６６，７８２千円 
◎ 西学童クラブ（仮称）の開設（学童クラブの充実） ８，１６９千円 
○ 乳幼児医療費制度の拡充 １３１，１４０千円 
○ 児童手当対象児童の拡大 ３９２，９４０千円 

○ 子育て応援ガイドブックの発行 ２００千円 
☆ 年末保育の実施 ― 
☆ 延長保育の実施 １６，１７０千円 
☆ 休日保育の実施（私立保育園１園） １，５２４千円 
☆ 一時保育の実施（私立保育園２園） ４，３８１千円 
☆ 病後児保育の実施（私立保育園１園） ７，２２５千円 
☆ 地域子育て支援センター事業の実施（私立保育園２園） １５，５８０千円 

２ 高齢者の生きがいづくりと自立の支援【プロジェクト２】 

高齢者の生きがいづくりを支援するとともに、安心して地域で暮していけるための様々な生活自

立支援策を推進し、高齢社会に対応した福祉の充実に努めていきます。 

○ 高齢者保健福祉計画書及び介護保険事業計画書の発行 ２，２０５千円 
◎ 地域支援事業の実施（生活機能評価事業） ６，０００千円 
◎ 介護保険制度改正に伴う地域包括支援センターの設置（一般会計繰出金分のみ） ４，９５０千円 
☆ 友愛訪問員の活動支援 ２，５８６千円 
☆ 高齢者配食サービス事業の推進 １２，５０３千円 
☆ ねたきり高齢者おむつ給付事業 ６，６７７千円 

３ 地域で支えあう福祉活動の推進【プロジェクト３】 

核家族化や高齢化が進むなか、羽村市社会福祉協議会と町内会・自治会などの連携事業である小

地域ネットワーク活動を本市における共助の重要施策と位置づけ、その育成・支援を通して、市民

相互が支えあいながら、それぞれが自立をめざせる共助の仕組みづくりを推進します。 

☆ 小地域ネットワーク活動の支援（社会福祉協議会助成金） ２，７３０千円 
○ 成年後見制度利用者への支援 ７４７千円 

◎：新規事業 
建設・改良事業 

○：レベルアップ事業 
☆：重点施策推進事業 
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○ 知的障害者地域生活援助（グループホーム）の充実 ２８，１０３千円 
◎ 障害者支援のための計画づくり ５，８８２千円 
◎ 精神障害者地域生活支援センターの開設 ６，２２２千円 
◎ 新たな障害福祉サービスへの対応（介護給付費等の支給に関する審査会の設置） ６，８２８千円 

４ 市民みんなの健康づくり運動の展開【プロジェクト４】 

市民一人ひとりがいきいきと生活し、しあわせを実感するためには、健康が第一です。そこで、

市民の健康づくりの指針となる「健康はむら２１」計画に基づき、市民みんなの健康づくり運動を

展開します。 

☆ 公立福生病院への支援（新病院建設工事（Ⅰ期）） ５２，２８８千円 
○ 健康はむら２１の推進（「はむら健康の日」事業の実施） ４７６千円 

５ その他 
◎ 東保育園防音機能復旧（機器取替）工事 １４，４００千円 

 
Ⅱ 学びあい豊かな心を育むまち 

１ 家庭・地域の教育力の向上【プロジェクト５】 

近年、青少年の非行、家庭内暴力、不登校など、様々な問題が深刻化しており、これらへの対応

が重要な課題となっています。一方、親の子どもに対する虐待なども社会問題化しています。この

ような状況を解決するため、家庭・地域・学校の密接な連携による青少年育成と家庭・地域の教育

力の向上に努めます。 

☆ 家庭教育セミナーの開催 ２００千円 
☆ 地域教育シンポジウムの開催 ６５千円 
☆ 夢チャレンジセミナーの実施 ４００千円 

２ 開かれた特色ある学校教育の推進【プロジェクト６】 

児童・生徒が自ら課題を見つけ、学び、考え、判断する資質や能力を高める教育を推進するとと

もに、部活動や体験学習などを充実し、生きる力を育みます。また、保護者や地域などの意見を学

校運営に反映させ、地域に開かれた学校づくりを進めます。 

◎ 小・中一貫教育基本計画の検討 ３００千円 
◎ 学校図書館巡回司書の配置 １，４７２千円 
○ 中学校職場体験授業の全校実施 １２１千円 
☆ 特色ある学校づくり交付金の交付 １０，０００千円 
☆ 部活動外部指導者の活用 ３，７００千円 
☆ 学習サポーターの配置 ５，８８０千円 

３ 人と文化を育てる生涯学習の推進【プロジェクト７】 

市民だれもがいつでも学習・文化活動をすることができるよう生涯学習施設の整備を進めるとと

もに、市民が世代を超えて学び合い、学習を通じて豊かな心と文化を育む生涯学習によるまちづく

りを推進します。 

◎ 生涯学習センター「ゆとろぎ」のオープン（管理運営） １７９，５３０千円 
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◎ 芸術鑑賞事業の実施 ２０，０００千円 
◎ 市民協働組織への助成 １４，７４６千円 

４ 生涯スポーツ社会の実現【プロジェクト８】 

市民が、いつでも、どこでも、いつまでもスポーツ・レクリエーションを楽しめる「生涯スポー

ツ社会」の実現に向けて、年齢や体力などに応じた各種スポーツ事業やレクリエーション事業など

を充実します。また、運動を通じた健康づくりの重点的施策としてウォーキング事業の充実を図り

ます。 

○ スイミングセンターへの指定管理者制度の導入 ７８，４１２千円 
☆ 健康づくり教室（運動ダイエット）の実施 １３４千円 
☆ 多摩川スリーデイウォークの実施 ２５１千円 

５ その他 
○ コンピュータ機器等の整備（一中、二中） ３４，０００千円 
◎ 特別支援教育モデル事業の実施 １４０千円 
◎ 羽村第二中学校防音機能復旧（機器取替）事業 ２７６，２８９千円 
◎ 小・中学校への防犯カメラの設置 １５，０００千円 
◎ 子育て支援図書コーナーの設置 １，５６８千円 
○ 市指定文化財への補助（祭囃子、八雲神社山車の修理） ３，１２２千円 

 
Ⅲ 環境にやさしい安心して暮らせるまち 

１ 水と緑の保全と潤いある環境づくり【プロジェクト９】 

多摩川の水質や自然環境の保全に努めるとともに、樹林地の保全と緑化を促進し、潤いある環境

づくりに努めます。 

☆ 水質等の環境調査 ７，９６４千円 

２ ごみの減量と資源化の推進【プロジェクト１０】 

地球的規模で資源の有効活用が求められており、最終処分場の容量に限りがあることから、排出

されるごみの総量を減らすとともに、発生したごみを資源化することが重要な課題となっています。 
市民・事業者とともに、ごみ減量とごみの資源化を推進し、循環型社会の実現に努めます。 

○ ごみの戸別収集・一部有料収集（廃棄物収集運搬委託（ペットボトル戸別収集含む）） ２８１，２９６千円 

☆       〃       （指定袋製造等委託） ４６，６６２千円 
☆       〃       （廃棄物処理手数料(指定袋等)収納事務等委託） １４，２４９千円 
○       〃       （ごみ分別マニュアル改正版作成） ７，６９５千円 
（※参考 一部有料収集に伴う手数料収入   ９２，０６０千円） 
○ リサイクルセンターのトラックスケールシステムの入替え ４，５００千円 

３ 地球環境にやさしい生活への転換【プロジェクト１１】 

地球環境の保全は世界的な課題であり、市民の生活にも影響を及ぼすものです。一方、その原因

が私たちの日常生活によるものも多くあり、個人の小さな努力の積み重ねが大きな効果を生むこと

になります。地球環境を保全するためには、様々な活動を同時並行で進めることが必要ですが、本 
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市では、市民・事業者と連携して地球温暖化を防止する象徴的な施策として、温室効果ガスの削

減に取り組みます。 

☆ 環境学習・講演会の開催 ２００千円 
○ 家庭版ＩＳＯ（改訂版）の作成 １７１千円 
○ 高効率給湯器（エコキュート）設置費等に対する助成 ３，０００千円 

４ その他 
☆ 市民生活安全パトロールの実施（市民生活安全推進員の配置等） ２２，４５７千円 
◎ 富士見霊園（羽村駅西口地区内墓地移転等）の整備 ３３，０００千円 
◎ 安全・安心で快適なまちづくり懇談会（仮称）の開催 ３４５千円 
◎ 木造住宅耐震診断の補助 １，０００千円 
◎ 国民保護計画の策定 １，６０１千円 
◎ 緑被率（みどり率）の調査 ５，５００千円 

 
Ⅳ 美しく快適な住みよいまち 

１ 安全で快適な市街地の形成【プロジェクト１２】 

羽村駅西口土地区画整理事業は、羽村駅西口地域の将来を見据え、福祉面などに配慮した市街地

の再整備を図り、安全性、利便性、快適性に優れ、都市美を備えたまちづくりを行うと同時に、商

業地域の再整備を通して商店街の活性化を図るなど、非常に重要な施策です。そのため、関係者の

理解と協力を得ながら、積極的に事業の推進を図っていきます。 

○ 羽村駅西口土地区画整理事業の推進（整備用地等購入）「特別会計」 ３５９，５００千円 
○        〃        （事業委託）「 〃 」 １０６，０７０千円 

２ 人にやさしいバリアフリーの道づくり【プロジェクト１３】 

本市は、今後急速に高齢化が進み、６５歳以上の人口は１０年でほぼ倍増すると見込まれます。

また、障害者の数も年々増加しています。このような状況を踏まえ、すべての市民が年齢や障害の

有無にかかわらず通行しやすい人にやさしい道づくりに努めます。また、狭あいな生活道路は、拡

幅や隅切りの改良などを推進します。 

☆ あきる野市道５４８号線道路拡幅事業負担金 ３４，７３５千円 
☆ 西地区道路拡幅（セットバック）舗装 ５，０００千円 
◎ 市道第６０２７号線道路拡幅事業 ８，７０２千円 
◎ 市道第１００２号線道路改良事業 ４５，０００千円 

３ 円滑な交通環境を創出する都市計画道路の整備【プロジェクト１４】 

本市には、ＪＲ青梅線を横断する幹線道路が少ないため、交通混雑の原因の一つとなっています。 
円滑な交通環境の創出に向け、都市計画道路３・４・１６号線の青梅線との立体交差化を重点施

策と位置づけ整備を推進します。 

☆ 都市計画道路３・４・１６号線立体交差事業 ５５４，４７７千円 
◎ 都市計画道路３・４・１６号線立体交差事業に伴う公共下水道管渠布設替工事「特別会計」 ８４，５４８千円 
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４ 快適な生活環境を創出する公共下水道の整備【プロジェクト１５】 

重要な都市基盤である公共下水道については、流域下水道多摩川上流雨水幹線の完成に伴い、雨

水管渠の整備と清流地区の公共下水道整備を推進し、快適な生活環境の創出を図ります。 

◎ 多摩川上流処理区の雨水管渠の整備「特別会計」 ２８１，０００千円 

◎ 多摩川上流処理区の汚水管渠の整備「  〃  」 ２０，０００千円 

☆ 清流地区の汚水管渠の整備「  〃  」 ７５，３８９千円 
◎ 流域下水道の整備（多摩川上流処理区処理場整備の負担金）「  〃  」 ８７，９８２千円 

５ その他 
☆ コミュニティバス「はむらん」の運行 ５２，８３１千円 
☆ 捨て看板の撤去 １，１４４千円 
◎ 市道第２０１号線道路改修事業（その１） ３０，０００千円 
◎ 市道第１０１号線道路改修事業（実施設計等） １９，０００千円 
◎ 羽加美緑地公園の整備（用地購入、実施設計） １０８，９４４千円 
◎ あさひ公園フェンス等改修事業 ３２，０００千円 
◎ 都市計画マスタープランの見直し ４，５９６千円 
◎ 羽村駅西口エレベーター設置等事業 １０９，６１７千円 
◎ 小作駅エレベーター等設置事業 ７０，０００千円 

 
Ⅴ 活力に満ちたにぎわいのあるまち 

１ 経営基盤の強化と起業の促進【プロジェクト１６】 

企業が市内において安定的・継続的に操業できるよう産業振興施策を展開すると同時に、新しく

会社を設立しようとする起業者への支援を行い、産業の活性化と雇用・就業の向上に努めます。ま

た、工業地域内の未利用地への企業立地を促進します。 

◎ 企業誘致促進制度活用による助成 １，８８０千円 
☆ 中小企業振興資金融資利子補給事業の実施 １３，０００千円 
○ 企業活動支援員の配置 １３，８００千円 
☆ 製造業営業力強化支援制度の実施 １，０００千円 

２ 魅力ある商業環境の創出【プロジェクト１７】 

地域の特性にあわせ、商店街活動の支援と中心市街地の活性化に取り組み、魅力ある商業環境と

市街地の形成を図ります。そして、羽村市の吸引力を高め、都市間地域間の競争力を強化し、商業

の活性化を図ります。 

◎ 商店街振興事業（はむらふるさとまつり）への支援 １，２００千円 
☆ 商工会活動の支援 ５０，０００千円 

３ 地域とともに歩む農業のあるまちづくり【プロジェクト１８】 

農業が自立的、継続的に行われるよう後継者の育成と農産物の販売・流通体制の充実などを支援

すると同時に、市民の農業に対する理解を促進し、地域とともに歩む農業のあるまちづくりを推進

します。 
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☆ 無公害農業推進事業への助成 ４００千円 

４ その他 
☆ （社）首都圏産業活性化協会との連携 ３０千円 
◎ 観光パンフレットの作成 ５００千円 
○ 観光標識の設置 １，５００千円 

 
基本構想を推進するために 

１ 市民と行政の協働によるまちづくり【プロジェクト１９】 

市政への市民の参画を進めるとともに、ボランティアやＮＰＯ法人などが行う社会貢献活動を促

進します。また、行政の様々な分野で市民と行政の協働によるまちづくりを重点に施策を展開しま

す。 

◎ 協働推進フォーラムの開催 １２１千円 
☆ まちづくり推進サークルへの支援 ５６０千円 
☆ まちづくりフォーラムの開催 ５２７千円 
☆ 市長とトーク・市長と語る２１（タウンミーティング）の実施 ― 

２ 新しい行政サービス提供システムの構築【プロジェクト２０】 

多様化、複雑化する行政ニーズに対応した高水準の行政サービスを提供する先進的な自治体をめ

ざし、高度情報化の便益を最大限に活用できる「電子自治体」の構築を進めます。 

◎ ホームページ閲覧支援ソフトの導入 １，２００千円 
☆ 情報セキュリティポリシーの外部監査 １，０００千円 
☆ 庁内ＬＡＮ等情報化の推進 ４７，５０１千円 
☆ 総合行政ネットワークシステム（ＬＧＷＡＮ）の運用 ４，９４８千円 
☆ 住民基本台帳ネットワークシステムの運用 ５，６９８千円 
☆ 電子申請・電子調達システムの運用 ６，００１千円 
◎ 公共施設（ゆとろぎ、スポーツ施設等）予約システムの運用 １０，３３１千円 

３ 分権時代を拓く新たな行財政運営【プロジェクト２１】 

行政運営を効率的・効果的に推進していくため、行政評価制度による事務事業の見直しと行財政

改革を積極的に推進し、分権時代に対応した新しい行財政システムを確立します。また、広域行政

を推進するとともに、将来的な課題として合併について研究していきます。 

◎ 第四次長期総合計画後期基本計画の策定 ６，０９６千円 
◎ 西多摩地域広域行政圏事業の推進（入込観光客調査の実施） ６００千円 

４ その他 
◎ 小作台東地区学習等供用施設防音機能復旧工事 ３４，６６９千円 




